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（
実
用
新
案
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

実
用
新
案
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
そ
の
譲
渡
し
た
物
品
の
数
量
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
譲
渡
数
量
」
と
い
う
。）に
、

実
用
新
案
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
そ
の
侵
害
の
行
為
が
な
け
れ
ば
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
物
品
の
単
位
数
量

当
た
り
の
利
益
の
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
実
用
新
案
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
の
実
施
の
能
力
に
応
じ
た
額
を
超

え
な
い
限
度
に
お
い
て
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
に

次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

実
用
新
案
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
そ
の
侵
害
の
行
為
が
な
け
れ
ば
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
物
品
の
単

位
数
量
当
た
り
の
利
益
の
額
に
、
自
己
の
実
用
新
案
権
又
は
専
用
実
施
権
を
侵
害
し
た
者
が
譲
渡
し
た
物
品
の

数
量
（
次
号
に
お
い
て
「
譲
渡
数
量
」
と
い
う
。）の
う
ち
当
該
実
用
新
案
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
の
実
施
の

能
力
に
応
じ
た
数
量
（
同
号
に
お
い
て
「
実
施
相
応
数
量
」
と
い
う
。）を
超
え
な
い
部
分
（
そ
の
全
部
又
は
一

部
に
相
当
す
る
数
量
を
当
該
実
用
新
案
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
情
に
相
当
す
る
数
量
（
同
号
に
お
い
て
「
特
定
数
量
」と
い
う
。）を
控
除
し
た
数
量
）

を
乗
じ
て
得
た
額

二

譲
渡
数
量
の
う
ち
実
施
相
応
数
量
を
超
え
る
数
量
又
は
特
定
数
量
が
あ
る
場
合
（
実
用
新
案
権
者
又
は
専
用

実
施
権
者
が
、
当
該
実
用
新
案
権
者
の
実
用
新
案
権
に
つ
い
て
の
専
用
実
施
権
の
設
定
若
し
く
は
通
常
実
施
権

の
許
諾
又
は
当
該
専
用
実
施
権
者
の
専
用
実
施
権
に
つ
い
て
の
通
常
実
施
権
の
許
諾
を
し
得
た
と
認
め
ら
れ
な

い
場
合
を
除
く
。）に
お
け
る
こ
れ
ら
の
数
量
に
応
じ
た
当
該
実
用
新
案
権
又
は
専
用
実
施
権
に
係
る
登
録
実
用

新
案
の
実
施
に
対
し
受
け
る
べ
き
金
銭
の
額
に
相
当
す
る
額

第
八
条
中
「
物
品
」
の
下
に
「
、
建
築
物
又
は
画
像
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
内
装
の
意
匠
）

第
八
条
の
二

店
舗
、
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
の
内
部
の
設
備
及
び
装
飾
（
以
下
「
内
装
」
と
い
う
。）を
構
成
す
る

物
品
、
建
築
物
又
は
画
像
に
係
る
意
匠
は
、
内
装
全
体
と
し
て
統
一
的
な
美
感
を
起
こ
さ
せ
る
と
き
は
、
一
意
匠

と
し
て
出
願
を
し
、
意
匠
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
四

十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
、「
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
本
意
匠
の
意
匠
登
録
出
願
が
掲
載
さ
れ
た

意
匠
公
報
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）の
発

行
の
日
」
を
「
当
該
本
意
匠
の
意
匠
登
録
出
願
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書

を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
関
連
意
匠
の
意
匠
権
の
設
定
の
登
録
の
際
に
、
そ
の
本
意
匠
の
意
匠
権
が
第
四
十
四
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
と
き
、
無
効
に
す
べ
き
旨
の
審
決
が
確
定
し
て
い
る
と
き
、
又
は
放
棄
さ
れ
て
い

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
条
第
四
項
中
「
本
意
匠
に
係
る
二
以
上
の
関
連
意
匠
」
を
「
関
連
意
匠
の
意
匠
登
録
出
願
が
あ
つ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
意
匠
登
録
出
願
が
基
礎
意
匠
（
当
該
関
連
意
匠
に
係
る
最
初
に
選
択
し
た
一
の
意
匠
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）に
係
る
関
連
意
匠
（
当
該
基
礎
意
匠
の
関
連
意
匠
及
び
当
該
関
連
意
匠
に
連
鎖
す
る
段
階
的
な
関
連
意
匠
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
二
以
上
の
意
匠
」
に
、「
が
あ
つ
た
」
を
「
で
あ
つ
た
」
に
、「
こ
れ
ら
の

関
連
意
匠
」
を
「
こ
れ
ら
の
意
匠
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加

え
る
。

２

第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
自
己
の
意
匠
の
う
ち
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
匠
登

録
を
受
け
よ
う
と
す
る
意
匠
の
本
意
匠
と
同
一
又
は
類
似
の
も
の
は
、
当
該
意
匠
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
意
匠

に
つ
い
て
の
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当

す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
匠
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
意
匠
に
つ
い
て
の
第
三
条
の
二
た
だ
し
書
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
掲
載

さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
先
の
意
匠
登
録
出
願
に
つ
い
て
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

秘
密
に
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
と
き
は
、
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

が
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）」
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

４

裁
判
所
は
、
第
一
項
第
二
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
登
録
実
用
新
案
の
実
施
に
対
し
受
け
る
べ
き
金
銭
の
額
に

相
当
す
る
額
を
認
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
実
用
新
案
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
、
自
己
の
実
用
新
案
権
又
は

専
用
実
施
権
に
係
る
登
録
実
用
新
案
の
実
施
の
対
価
に
つ
い
て
、
当
該
実
用
新
案
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
が

あ
つ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
当
該
実
用
新
案
権
又
は
専
用
実
施
権
を
侵
害
し
た
者
と
の
間
で
合
意
を
す
る
と
し
た

な
ら
ば
、当
該
実
用
新
案
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
得
る
こ
と
と
な
る
そ
の
対
価
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
中
「
第
百
六
条
」
を
「
第
百
五
条
」
に
、「
、
書
類
の
提
出
等
、」を
「
及
び
書
類
の
提
出
等
）
及
び
第
百

五
条
の
二
の
十
一
か
ら
第
百
六
条
ま
で
（
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
が
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
が
同
項
」
に
改
め
る
。

（
意
匠
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

意
匠
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
を
除
き
、」を
削
り
、「
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
」
を
「
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
結
合
（
以
下

「
形
状
等
」
と
い
う
。）、
建
築
物
（
建
築
物
の
部
分
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
形
状
等
又
は
画
像
（
機
器
の
操
作
の

用
に
供
さ
れ
る
も
の
又
は
機
器
が
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、
画
像
の
部
分
を

含
む
。
次
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
第
七
号
及
び
第
八
号
、
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
第
六

号
並
び
に
第
五
十
五
条
第
二
項
第
六
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

こ
の
法
律
で
意
匠
に
つ
い
て
「
実
施
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
う
。

一

意
匠
に
係
る
物
品
の
製
造
、
使
用
、
譲
渡
、
貸
渡
し
、
輸
出
若
し
く
は
輸
入
又
は
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡
し
の

申
出
（
譲
渡
又
は
貸
渡
し
の
た
め
の
展
示
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
す
る
行
為

二

意
匠
に
係
る
建
築
物
の
建
築
、
使
用
、
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡
し
又
は
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡
し
の
申
出
を
す
る

行
為

三

意
匠
に
係
る
画
像
（
そ
の
画
像
を
表
示
す
る
機
能
を
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
（
特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法

律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
含
む
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
行
う
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為

イ

意
匠
に
係
る
画
像
の
作
成
、
使
用
又
は
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
提
供
若
し
く
は
そ
の
申
出
（
提
供
の
た

め
の
展
示
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
す
る
行
為

ロ

意
匠
に
係
る
画
像
を
記
録
し
た
記
録
媒
体
又
は
内
蔵
す
る
機
器
（
以
下
「
画
像
記
録
媒
体
等
」
と
い
う
。）

の
譲
渡
、
貸
渡
し
、
輸
出
若
し
く
は
輸
入
又
は
譲
渡
若
し
く
は
貸
渡
し
の
申
出
を
す
る
行
為

第
二
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
知
ら
れ
た
形
状
、
模
様
若
し
く
は
色
彩
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
」
を
「
知
ら
れ
、
頒
布
さ
れ
た

刊
行
物
に
記
載
さ
れ
、
又
は
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
公
衆
に
利
用
可
能
と
な
つ
た
形
状
等
又
は
画
像
」
に
、「
前
項

の
」
を
「
同
項
の
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
号
中
「
物
品
」
の
下
に
「
、
建
築
物
又
は
画
像
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
形
状
」
の
下
に
「
若

し
く
は
建
築
物
の
用
途
に
と
つ
て
不
可
欠
な
形
状
」
を
、「
意
匠
」
の
下
に
「
又
は
画
像
の
用
途
に
と
つ
て
不
可
欠
な

表
示
の
み
か
ら
な
る
意
匠
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
二
第
三
項
中「（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）」を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
物
品
」
の
下
に
「
又
は
意
匠
に
係
る
建
築
物
若
し
く
は
画
像
の
用
途
」
を
加
え
、
同

条
第
三
項
中
「
物
品
の
記
載
」
を
「
物
品
若
し
く
は
意
匠
に
係
る
建
築
物
の
用
途
の
記
載
」
に
、「
物
品
の
材
質
」
を

「
物
品
又
は
建
築
物
の
材
質
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
色
彩
が
そ
の
物
品
」
を
「
若
し
く
は
色
彩
、
建
築

物
の
形
状
、
模
様
若
し
く
は
色
彩
又
は
画
像
が
そ
の
物
品
、
建
築
物
又
は
画
像
」
に
、「
形
状
、
模
様
若
し
く
は
色
彩

又
は
こ
れ
ら
の
結
合
」
を
「
形
状
等
、
建
築
物
の
形
状
等
又
は
画
像
」
に
、「
及
び
そ
の
物
品
」
を「
及
び
そ
の
物
品
、

建
築
物
又
は
画
像
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
物
品
」
の
下
に
「
、
建
築
物
又
は
画
像
」
を
加
え
る
。

第
七
条
中
「
物
品
の
区
分
に
よ
り
」
を
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、」に
改
め
る
。
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